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時を超える万博の神話 

2005 年に開催された「愛・地球博」は、21 世紀初の国際博覧会として 121 カ国と４国際機

関が参加し、大阪万博（1970 年）以来の大規模な万博となりました。テーマは「自然の叡智」。
シベリアで発掘された冷凍マンモスの展示が大きな話題を集め、会場へのアクセスにはリニ
アモーターカー（リニモ）も導入されました。最終的に 2,200 万人が来場し、日本の万博史に
名を刻みました。 

     
しかし、その成功の裏には多くの困難がありました。博覧会協会の事務総長を務めた中村

利雄氏の著書『愛・地球博回顧録』によると、マンモス発掘の成功確率は当初 20％とされ、
資金調達や準備期間の短さなど多くの課題がありました。それでも関係者の努力により、開
幕 500 日を切った 2003 年 11 月末に有望な個体が発見され、2004 年に入ってからロシアとの
展示合意が成立。こうした粘り強い取り組みが万博の成功を支えました。 

    
そんな「愛・地球博」の開催から 20 年の歳月を経て、いよいよ４月 13 日に「大阪・関西万

博」が開幕します。しかし、開催にいたるまでとても厳しいものがありました。例えば、海外
パビリオンの建設の着工の遅れや今回の万博の目玉と位置付けられていた「空飛ぶクルマ」

の旅客運航を断念したこと。さらには経費高騰という追い打ちも。 
  
中村氏は、回顧録で 1970 年の大阪万博の関係者が残した言葉を紹介しています。 
  
『凡（およ）そどんなに大きな、どんなに難しい計画でも、それが無事に実現し終わったと

きは極く平凡なつまらないこととして忘れられてしまうものである』 
  
まさに万博は、その成功が当たり前であるかのように、人々の記憶から

薄れてしまうものなのかもしれません。しかし、果たして今回の大阪・関西
万博が、関係者にとって「冷や汗もの」の計画としてではなく、平凡で当た
り前の「成功した出来事」として記憶される日が来るのでしょうか。 

 
2023 年 10 月発行の書窓 406 号（万博とモノの誕生）において万博につい

て触れました。万博の歴史をひもとくと、常にその時代の最新技術や文化
が紹介されてきました。例えば、1853 年のニューヨーク万博ではエレベー
ターが初登場し、1878 年のパリ万博ではトーマス・エジソンの電話が紹介

されました。1970 年の大阪万博では、日本初のモノレールや携帯電話、電
気自動車が登場し、日本の技術力の高さを世界に示しました。これらの技
術はその後の生活を豊かにし、私たちの暮らしを大きく変えてきました。 

 
果たして、今回の万博ではどんな新しい技術やモノが誕生し、私たちの

生活をより豊かにしてくれるのでしょうか。多くの困難や課題を抱えなが
らも、大阪・関西万博が成功裏に終わり、未来への新たな一歩を踏み出す
瞬間を迎えることを期待しています。 

図 書 室 だ よ り 
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豊山町社会教育センター図書室 
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TEL 0568-28-5449 

今回紹介した『愛・地球博
回顧録』は図書室にはあり
ませんが、（一財）地球産
業文化研究所のサイトで
閲覧できます。 

23 年の書窓で紹介した「万
国博覧会」  
図書室には他にも万博関
係の書籍が用意されてい
ます。 
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今月の新刊（一般書） 
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今月の新刊（児童書） 
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